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研究成果の概要（和文）：各班における資料調査の成果にもとづき、シルクロード東部地域の民族や文化の交流および
政治・社会・経済などの具体的な姿を、各分担者の研究領域から明確にするとともに、「出土史料学」の基盤作りを行
った。すなわち当該地域より出土した各文字資料の分類とそれぞれの性格と機能を検討し、このうち公文書については
、各文書群の間で相互比較することを通じて、唐～宋～元にいたる公文書の長期間にわたる通時的な展開と、周辺国家
・地域への公文書の空間的な波及と受容のあり様を明らかにした。研究成果は、既に国際ワークショップを開催して公
表し、今はその成果をまとめた本を準備中である。

研究成果の概要（英文）：Based on our researches on the textual materials and historical ruins in the easte
rn part of the Silk Road, we framed for a new science for the unearthed textual materials, along with a ne
w historical viewpoint. Especially, in terms of official documents, through a mutual comparison of diverse
 language's documents, we have revealed a diachronic development of official documents in the time of Tang
 to Yuan and a condition of receptivity to official documents spread toward neighboring states or the surr
ounding area. 
We presented our research results at an international work shop, and will publish them in a single volume.
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１．研究開始当初の背景 
シルクロード東部地域からは多言語より

なる文字資料が大量に出土しているが、なか
でもトゥルファン、敦煌、ハラホト地域より
出土したそれは、内容・数量ともに群を抜い
ている。そして現在も新たな文字資料の発見
が続いている。ただしこれらの文字資料を利
用するためには、まずその資料の現場に赴き、
その場において資料を｢史料｣として利用す
るための前提作業を行う必要がある。それが
あってはじめて、文字資料を用いるうえで必
須となる、その作成過程やそれ自体がもつ性
格や機能、さらには現在にいたるまでのその
伝来の過程を明らかにすることができる。歴
史の現実を直接伝える大量の歴史資料が存
在しながら、それが編纂物のように「史料」
として容易に利用できない所以である。今は、 
シルクロード東部の歴史のみならず東洋学
の研究全般に新たな展開をもたらすために
も、多言語におよぶ出土文字資料とその関連
遺跡に対する現地調査を行い、それを踏まえ
て出土文字資料の「史料化」を進めなければ
ならない状況にある。 
２．研究の目的 
本研究は、シルクロード東部の多言語におよ
ぶ出土文字資料とその関連遺跡に対してフ
ィールド調査を行い、それによりシルクロー
ド東部世界の新たな歴史像の構築に寄与し
ようとするものである。またこの調査を通し
て、同地域出土の文字資料を「史料」とする
ための「出土史料学」の基盤を確立し、学界
や社会にその成果を還元できるようにする
ことも目的とする。なおここに言うシルクロ
ード東部とは、モンゴル・チベットを含む中
央アジア～中国北部地域を指す。 
３．研究の方法 
全体をトゥルファン・敦煌・ハラホトの三

班に分け、それぞれの文字資料と関連遺跡に
ついて現地調査を行い、それを通して、三つ
の文字資料群資料の「史料化」とそれぞれの
枠を越えた統合化を推進する。また調査・作
業の必要に応じて、言語の別による班分けを
行う。ただしこうした諸班は相互に密接にリ
ンクするため、その区分けは厳密なものとは
しない。 
 
４．研究成果 
各班における資料調査の成果にもとづき、シ
ルクロード東部地域の民族や文化の交流お
よび政治・社会・経済などの具体的な姿を、
各分担者の研究領域から明確にするととも
に、「出土史料学」の基盤作りを行った。す
なわち当該地域より出土した各文字資料の
分類とそれぞれの性格と機能を検討し、この
うち公文書については、各文書群の間で相互
比較することを通じて、唐～宋～元にいたる
公文書の長期間にわたる通時的な展開と、周
辺国家・地域への公文書の空間的な波及と受

容のあり様を明らかにした。研究成果は、既
に国際ワークショップを開催して公表し、今
はその成果をまとめた本を準備中である。 
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